
こころの健康に関する
アンケート調査

調査結果

令和4年3月
相模原市



1 調査概要

調査目的

調査設計

(1)調 査 地 域 相模原市全域

(2)調 査 対 象 相模原市在住の20歳以上の男女個人

(3)標 本 数 3,000人

(4)抽 出 方 法 住民基本台帳から無作為抽出

(5)調 査 方 法 郵送調査（郵送配布－郵送回収、はがきによる督促1回）

(6)調 査 期 間 令和3年11月29日～12月21日

(7)有効回収数（率） 1,336票（44.5％）

相模原市自殺総合対策推進にあたり、相模原市民の自殺の背景となりうる悩みやストレス、自殺
に関する意識等を把握し、行動計画の評価及び次期行動計画の策定に資することを目的とする。
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1 調査概要

調査結果概要

悩みやストレスについて

〇不安や悩みを受け止めてくれる人

・不安や悩みを受け止めてくれる人については87.2％の人が「いる」と回答した。

・過去の調査と比較しても大きな変化は見られない。

・不安や悩みを受け止めてくれる人は「同居の家族」が75.0％と最も高く、次いで「友人」が50.5％、「同居して

いない家族・親族」が38.5％と続く。

〇この1か月間での悩みやストレス等

・この1か月間に、日常生活での悩みやストレス等があったと感じる人は65.7％おり、女性の30代でその割合が

高い。

・悩みやストレス等の原因は、全体として「家庭問題」「健康問題」「勤務問題」の割合が高い。性別でみると、

男性は「勤務問題」の割合が、女性は「家庭問題」の割合が高い。

・悩みやストレスの解消法は「テレビ・映画鑑賞、ラジオ」「買い物」「体を動かす」の割合が高い。

〇コロナ禍の影響

・コロナ禍を原因としたストレスを感じている人は64.3％おり、女性の方がその割合は高い。

・「感染への心配」や「先々の生活が見通せないこと」「自粛や感染対策を徹底しない人への不満」がストレス

の大きな要因となっている。
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1 調査概要

調査結果概要

相談することについて

〇悩みやストレスの相談意向

・悩みやストレスを感じた時、64.7％の人が相談したいと思っている。その一方で、26.6％の人が相談したいとは

思っていない。

・相談をしたいと思わない人の理由は「自分で解決するため必要ない」が60.7％と特に高い。

・相談の機会については、「家族や友人等関係性が出来ている人への相談」が42.8％と最も高く、次いで、「公共

機関の専門家により相談」「無料相談」と続く。

・年代別にみると、20代では「SNSやメールなどインターネット上の相談」の割合が高い。

〇かかりつけの医療機関

・かかりつけの医療機関の有無は「内科」が52.0％と最も高いが、「かかりつけ医療機関はない」人が20.7％いる。

・20代、30代では「かかりつけ医療機関がない」人の割合が高い。

・大きな精神ストレスを抱えた時、かかりつけ医療機関に「相談しない」人が55.9％おり、「相談する」人を

上回っている。

〇困っている人への対応

・困っている人を見かけた時、73.4％の人が「声をかけよう」と思っている。

・「声をかけようと思わない」人の理由は「トラブルに巻き込まれるのが嫌だから」が46.9％と最も高く、次いで

「どのように声をかけてよいかわからない」「勇気がない」と続く。

〇相談場所の調べ方

・相談場所の調べ方は「インターネット等で調べる」が67.6％ともっと高く、若い世代ではその傾向が強い。

・一方、70代以上では「友人・知人に聞く」「市役所に問い合わせる」の傾向が強い。
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1 調査概要

調査結果概要

自殺に関する考えについて①

〇自殺者数等の認知度

・我が国の自殺者数については、55.6％の人が「知っている」と回答する一方で、自殺予防週間や自殺対策強化

月間については認知度が低い。

〇自殺に関する認識

・自殺に関する認識については、82.2％の人が「多くの自殺者は様々な問題から精神的に追いつめられ、自殺以外

の解決方法を思いつかない状態にある」と思っている。一方で、「家族を道連れに自殺をするのは仕方がない」

は86.2％の人が「そう思わない」と回答した。

〇自殺をしたいと考えた経験

・これまでに「自殺をしたいと考えたことがない」人は69.8％であり、過去の調査（平成24年度75.1％、平成29年

度77.1％）と比較すると、大きく減少している。

・一方、「自殺を考えたことがある人」は23.7％で、特に「この1年以内の間に自殺したいと考えたことがある」

人は3.7％もおり、過去の調査と比較すると倍増となっている。

・自殺を考えた理由は「家庭問題」が45.9％と最も高く、次いで「健康問題」「勤務問題」と続く。その理由を

性別でみると、男性は「勤務問題」、女性は「家庭問題」が最も高く、性別で理由に若干の違いがある。

・自殺を考えた時に他者に「相談しなかった」人は71.4％で、「相談した」人を大きく上回っている。

・相談しなかった理由は「他人に相談するようなことではないから」が39.2％と最も高く、次いで「周りに心配を

かけたくないから」「相談する余裕がなかったから」が続く。
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1 調査概要

調査結果概要

自殺に関する考えについて②

〇身近な人から「死にたい」と打ち明けられた時の対応

・「耳を傾けてじっくりと話を聴く」の割合が74.6％と最も高く、次いで「相談機関に相談するよう勧める、同行

する」が43.7％、「医療機関にかかるよう勧める、同行する」が29.9％となっている。

〇周りで自殺で亡くなった方の有無

・58.5%の人が「いない」と回答した。一方、いる人は、「友人・知人」の割合が14.2％と最も高く、次いで

「同居していない家族・親族」が12.6％、「職場関係の人」が7.3％となっている。

〇遺族の方についてどのように思うか

・「思いつめないで欲しい（自分を責めないで欲しい）」の割合が53.4％と最も高く、次いで「どのように声を

かけてよいかわからない」が43.5％、「力になれるものなら、相談にのってあげたい」が26.8％と続く。

〇市の自殺対策事業の認知度

・市が実施している自殺対策事業の認知度は、「電話相談」16.2％が最も高く、次いで「広報さがみはらの特集

記事」が13.1％、「バス車内のポスター、啓発活動」が7.9％と続く。

〇自殺減少のために重要なこと

・自殺減少のために重要なことは「学校での「いのち教育」の充実」が33.2％と最も高く、次いで「勤労に関す

る支援」「さまざまな人にとって利用しやすい窓口の整備」と続く。

・年代別にみると、20代、30代で「勤労に関する支援（就労支援、リストラ問題、過重労働など）」の割合が高い。
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1 調査概要

回答者基本属性 n=1,336

男性 42.8

女性 56.4

その他 0.2 無回答 0.5 20～29歳 7.7

30～39歳 10.6

40～49歳 17.3

50～59歳

18.7

60～69歳

16.2

70～79歳

21.8

80歳以上 7.5 無回答 0.3

同居者はいない 13.4

同居者がいる 86.3

無回答 0.3

している（副

業なし） 52.5

している（副業あり） 5.2

していない

41.6

無回答 0.7

【性別】

【家族構成】

【年代】

【仕事の有無】
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2 悩みやストレスについて

不安や悩みを受け止めてくれる人の有無①

〇不安や悩みを受け止めてくれる人がいるか尋ねたところ、87.2％の人が「いる」と回答した。

〇過去の調査（平成29年度及び平成24年度調査）と比較しても、大きな変化は見られない。

Ｑ あなたの不満や悩みやつらい気持ちを受け止めてくれる人、耳を傾けてくれる人はいますか。

7

87.2 

11.9 

0.9 

86.0 

12.5 

1.5 

87.8 

11.1 

1.1 

令和3年度調査
（n=1,336）

平成29年度調査
（n=1,295）

平成24年度調査
（n=1,362）

■いる ■いない ■無回答



2 悩みやストレスについて

不安や悩みを受け止めてくれる人の有無②

〇不安や悩みを受け止めてくれる人は「同居の家族・親族」が75.0％と最も高く、次いで「友人」が50.5％、「同居して

いない家族・親族」が38.5％と続く。

〇性別でみると、男性は、女性に比べ「同居の家族・親族」の割合が高く、女性は、男性に比べ「同居していない家族・

親族」「友人」「近所の人」の割合が高い。

Ｑ それはどなたですか。（複数回答可）
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75.0 

50.5 

38.5 

17.9 

7.9 

4.2 

2.3 

2.2 

0.9 

0.5 

3.2 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

あ

い

う

え

お

か

き

く

け

こ

さ

ｎ＝1,165

同居の家族・親族

福祉サービス提供者や支援者
（ヘルパーなど）

友人

同居していない家族・親族

勤務先の上司や同僚

近所の人

医師

カウンセラー

相談機関の相談員（電話相談
員を含む）

学校の先生

その他

81.3

38.9

22.5

19.2

4.2

71.1

58.6

49.8

17.2

10.6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

あ

い

う

え

お

同居の家族・親族

友人

同居していない家族・親族

勤務先の上司や同僚

近所の人

年代別の比較（上位5項目）

■男性（ｎ＝475）

■女性（ｎ＝681）



2 悩みやストレスについて

不安や悩みを受け止めてくれる人の有無③

〇年代別にみると、他に比べ、20代では「友人」の割合が、30代では「同居の家族・親族」の割合が高い。

〇70代以上では、他に比べ「近所の人」の割合が高い。

Ｑ それはどなたですか。（複数回答可）

9

75.0 

67.8 

85.2 

76.0 

74.0 

75.7 

72.7 

0％ 50％ 100％

7.9 

2.2 

4.1 

7.8 

4.1 

5.4 

14.7 

0％ 50％ 100％

17.9 

27.8 

27.0 

30.4 

26.9 

12.4 

2.1 

0％ 50％ 100％

38.5 

32.2 

44.3 

41.7 

36.1 

36.2 

39.6 

0％ 50％ 100％

50.5 

77.8 

56.6 

55.4 

50.7 

47.6 

40.2 

0％ 50％ 100％

全体（ｎ＝1,165）

70代以上（ｎ＝341）

20代（ｎ＝90）

30代（ｎ＝122）

40代（ｎ＝204）

50代（ｎ＝219）

60代（ｎ＝185）

年代別の比較（上位5項目）

同居の家族・親族 友人
同居していない
家族・親族

勤務先の
上司や同僚

近所の人



2 悩みやストレスについて

この1か月間の悩みやストレス等の有無

〇この1か月間に日常生活で悩みやストレス等があったと感じる人（「大いにあった」「多少あった」の合計）は65.7％

となっている。

〇性・年代別にみると、女性の30代でその割合が高い。

Ｑ この1か月間に日常生活で不満、悩み、苦労、
ストレスなどがありましたか。

23.6

42.1

24.9

7.9

1.6

大いにあった 多少あった あまりなかった

まったくなかった 無回答

ｎ＝1,336

10

0％ 50％ 100％

全体（ｎ＝1,336）

20代（ｎ＝45）

30代（ｎ＝59）

40代（ｎ＝89）

50代（ｎ＝96）

60代（ｎ＝98）

70代以上（ｎ＝184）

20代（ｎ＝56）

30代（ｎ＝82）

40代（ｎ＝142）

50代（ｎ＝152）

60代（ｎ＝116）

70代以上（ｎ＝205）

大いにあった 多少あった

男

性

女

性

65.7

77.8

77.9

77.5

68.7

40.8

45.1

76.8

91.5

79.6

74.4

71.6

50.8

性・年代別の比較



2 悩みやストレスについて

悩みやストレス等の原因①

〇日常生活で悩みやストレス等があったと感じる人のその原因は「家庭問題」及び「健康問題」40.8％と最も高く、次いで

「勤務問題」が39.6％、「経済・生活問題」が19.3％と続く。

Ｑ それはどのような事柄が原因ですか。（複数回答可）

11

40.8

40.8

39.6

19.3

3.8

3.3

9.0

0％ 20％ 40％ 60％

家庭問題

健康問題

勤務問題

経済・生活問題

男女問題

学校問題

その他
ｎ＝877



2 悩みやストレスについて

悩みやストレス等の原因②

〇男性は、女性に比べ「勤務問題」の割合が高く、中でも30代は、他の年代に比べ、その割合が特に高い。

〇女性は、男性に比べ「家庭問題」の割合が高い。40代では、他に比べ「学校問題」の割合が高い。

Ｑ それはどのような事柄が原因ですか。（複数回答可）

12

40.8 

14.3 

23.9 

27.5 

25.8 

22.5 

26.5 

27.9 

64.0 

57.5 

59.3 

48.2 

38.5 

0％ 50％ 100％

全体（ｎ＝877）

20代（ｎ＝35）

30代（ｎ＝46）

40代（ｎ＝69）

50代（ｎ＝66）

60代（ｎ＝40）

70代以上（ｎ＝83）

20代（ｎ＝43）

30代（ｎ＝75）

40代（ｎ＝113）

50代（ｎ＝113）

60代（ｎ＝83）

70代以上（ｎ＝104）

男

性

女

性

40.8 

25.7 

28.3 

29.0 

42.4 

32.5 

59.0 

37.2 

34.7 

24.8 

38.9 

53.0 

63.5 

0％ 50％ 100％

あ

い

う

あ

い

う

あ

い

う

あ

い

う

あ

39.6 

65.7 

84.8 

59.4 

54.5 

42.5 

6.0 

74.4 

42.7 

46.9 

41.6 

20.5 

3.8 

0％ 50％ 100％

あ

い

う

あ

い

う

あ

い

う

あ

い

う

あ

家庭問題 健康問題 勤務問題

性・年代別の比較（上位3項目及び学校問題）

3.3 

5.7 

2.2 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

2.3 

4.0 

14.2 

4.4 

0.0 

0.0 

0％ 10％ 20％ 30％

あ

い

う

え

お

か

き

く

け

こ

さ

し

す

学校問題



2 悩みやストレスについて

悩みやストレス等の解消方法①

〇悩みやストレス等の解消方法は「テレビや映画を観たり、ラジオを聞いたりする」が49.3％と最も高く、次いで「買い

物」が44.8％、「体を動かす（スポーツ、登山、散歩など）」が39.8％と続く。

Ｑ あなたが日常生活での悩みやストレスを解消するためによく行うことは何ですか。（複数回答可）

13

49.3 

44.8 

39.8 

39.7 

36.6 

34.9 

33.1 

32.5 

26.6 

18.6 

18.0 

16.9 

9.3 

5.0 

8.8 

6.4 

2.5 

0％ 20％ 40％ 60％

テレビ・映画等鑑賞

買い物

体を動かす（スポーツ、散歩等）

食べる（外食を含む）

人と話をする

よく寝る

音楽を聴く、演奏する

出かける（旅行、ドライブ等）

お酒を飲む

インターネット等の閲覧・投稿

読書

ガーデニング・菜園・園芸

たばこを吸う

賭け事・遊技

上記以外の趣味

その他

特になし
ｎ＝1,336



2 悩みやストレスについて

悩みやストレス等の解消方法②

14

第1位 第2位 第3位

よく寝る 音楽を聴く・演奏する 食べる

55.6% 44.4% 42.2%

テレビ・映画鑑賞

49.2% 45.8%

お酒を飲む

41.6% 38.2%

テレビ・映画鑑賞 体を動かす お酒を飲む

45.8% 44.8% 42.7%

体を動かす テレビ・映画鑑賞 お酒を飲む

51.0% 46.9% 44.9%

体を動かす テレビ・映画鑑賞 お酒を飲む

53.8% 47.3% 31.0%

音楽を聴く・演奏する 食べる 買い物

69.6% 66.1% 62.5%

買い物 食べる 人と話をする

72.0% 64.6% 59.8%

食べる 買い物 人と話をする

66.2% 62.0% 55.6%

買い物 テレビ・映画鑑賞 食べる

57.9% 55.3% 52.6%

テレビ・映画鑑賞 買い物 体を動かす

54.3% 52.6% 40.5%

テレビ・映画鑑賞 買い物 体を動かす

56.1% 52.2% 40.5%

男

性

女

性

体を動かす・食べる

体を動かす・食べる・よく寝る

20代（ｎ＝56）

30代（ｎ＝82）

40代（ｎ＝142）

50代（ｎ＝152）

60代（ｎ＝116）

70代以上（ｎ＝205）

20代（ｎ＝45）

30代（ｎ＝59）

40代（ｎ＝89）

50代（ｎ＝96）

60代（ｎ＝98）

70代以上（ｎ＝184）

性・年代別の比較（上位3項目）



2 悩みやストレスについて

新型コロナウイルス感染症拡大による影響①

〇コロナ禍を原因としたストレスを感じることがあるか尋ねたところ、64.3％の人が「ある」（大いにある、多少ある

の合計）と回答した。

〇女性は、男性に比べ「ある」と回答した割合が高く、40代と60代でその割合が高い。

Ｑ コロナ禍を原因とした不安や困り事など、
ストレスを感じることがありますか。

18.9

45.4

27.5

4.1
4.0

大いにある 多少ある あまりない

まったくない 無回答

ｎ＝1,336

15

0％ 50％ 100％

全体（ｎ＝1,336）

20代（ｎ＝45）

30代（ｎ＝59）

40代（ｎ＝89）

50代（ｎ＝96）

60代（ｎ＝98）

70代以上（ｎ＝184）

20代（ｎ＝56）

30代（ｎ＝82）

40代（ｎ＝142）

50代（ｎ＝152）

60代（ｎ＝116）

70代以上（ｎ＝205）

大いにある 多少ある

男

性

女

性

64.3

42.2

52.6

62.9

62.5

47.9

53.2

76.7

78.1

82.4

73.7

80.2

55.6

性・年代別の比較



2 悩みやストレスについて

新型コロナウイルス感染症拡大による影響②

〇そのストレスがどのような事柄か尋ねると、「自分や家族への感染の心配、感染した場合の周囲の反応や影響の心配」が

83.3％（「とても強く感じる」「強く感じる」「感じる」の合計）と最も高く、次いで「感染状況や先々の生活が見通せ

ないこと」が70.0％、「自粛や感染対策などを徹底しない人への不満」が69.3％と続く。
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0％ 50％ 100％

d

s

g

t

f

c

u

b

p

a

j

83.3

70.0

69.3

63.2

61.5

47.0

45.3

43.5

42.7

41.5

40.6

0％ 50％ 100％

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

36.9

36.4

26.9

20.3

19.0

18.2

18.0

17.8

16.3

12.6

自分や家族への感染の心配、感染し
た場合の周囲の反応や影響の心配

必要な通院ができないこと、通院し
づらいこと

感染状況や先々の生活が見通せない
こと

自粛や感染対策などを徹底しない人
への不満

国や自治体による対策や支援策の不
足

マスクの着用や消毒など感染対策を
続けること

家族に会えないこと、会いづらいこ
と

自分でも原因がわからないイライラ
や不安

自粛、テレワーク、休校などによる
自分の生活の変化

友人やクラスメイトと会えないこ
と、会いづらいこと

自粛、テレワーク、休校などによる
家族の生活の変化

出費が増えたこと

収入の減少、失業、休職、休業など
による経済的影響

行事や部活動の中止など、課外活動
の変化

テレワークや時差通勤など働き方の
変化

新型コロナウイルスに感染したこ
と、後遺症があること

休校やオンライン授業など学ぶ環境
の変化

残業の増加などの仕事の負荷の増加

オンライン面接や採用控えなど就
職・転職活動への影響

進学など卒業後の進路選択への影響

交際相手と会えないこと、会いづら
いこと

■とても強く感じる ■強く感じる ■感じる

ｎ＝859

Ｑ それはどのような事柄についてストレスを感じましたか。（複数回答可）



2 悩みやストレスについて

新型コロナウイルス感染症拡大による影響③

17

〇ストレスがあった事柄のうち、性別差が最も大きいのは「家族に会えないこと、会いづらいこと」で21.3ポイントと

なっている。次いで「友人やクラスメイトと会えないこと、会いづらいこと」が14.6ポイント、「感染状況や先々の生活

が見通せないこと」が11.3ポイントとなっている。

男性 女性

家族に会えないこと、会いづらいこと 33.4 54.7 21.3 男性<女性

友人やクラスメイトと会えないこと、会いづらいこと 33.5 48.1 14.6 男性<女性

感染状況や先々の生活が見通せないこと 62.7 74.0 11.3 男性<女性

自分でも原因がわからないイライラや不安 38.5 49.6 11.1 男性<女性

国や自治体による対策や支援策の不足 57.3 66.7 9.4 男性<女性

自分や家族への感染の心配、感染した場合の周囲の反応や影響の心配 78.1 86.3 8.2 男性<女性

進学など卒業後の進路選択への影響 10.9 19.0 8.1 男性<女性

出費が増えたこと 36.4 43.2 6.8 男性<女性

休校やオンライン授業など学ぶ環境の変化 14.2 20.5 6.3 男性<女性

収入の減少、失業、休職、休業などによる経済的影響 40.1 34.4 5.7 男性＞女性

自粛、テレワーク、休校などによる家族の生活の変化 38.3 43.6 5.3 男性<女性

感じる（計）％
ポイント差事　　　　柄

性別差が大きい事柄（5ポイント以上差があるもの）



3 相談することについて

悩みやストレスについて、誰かに相談したいと思うか①

〇悩みやストレスを感じたとき、誰かに相談したいと思うか尋ねたところ、64.7％（「そう思う」「どちらかといえばそう

思う」の合計）の人が「相談したい」と思っている一方で、26.6％（「どちらかといえばそう思わない」「そう思わな

い」の合計）の人が「相談をしたいとは思っていない」と回答した。

〇性別にみると、男性に比べ、女性の方が「相談したいと思う」割合が高く、20代、40代はその割合が高い。

Ｑ あなたは悩みやストレスを感じた時に、誰かに助け
を求めたり、相談したいと思いますか。

27.8 

36.9 

15.9 

10.7 

6.4 
2.3 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

ｎ＝1,336

18

0％ 50％ 100％

全体（ｎ＝1,336）

20代（ｎ＝45）

30代（ｎ＝59）

40代（ｎ＝89）

50代（ｎ＝96）

60代（ｎ＝98）

70代以上（ｎ＝184）

20代（ｎ＝56）

30代（ｎ＝82）

40代（ｎ＝142）

50代（ｎ＝152）

60代（ｎ＝116）

70代以上（ｎ＝205）

そう思う どちらかといえばそう思う

男

性

女

性

64.7

53.4

67.8

61.7

66.7

50.0

45.1

80.4

67.0

79.6

71.7

75.8

63.4

性・年代別の比較



3 相談することについて

悩みやストレスについて、誰かに相談したいと思わない理由

〇相談したいと思わない人の理由を尋ねたところ、「自分で解決するため必要がない」が60.7％と特に高い。

Ｑ それはどのような理由からでしょうか。（複数回答可）

19

60.7

22.2

12.1

11.2

5.9

2.5

11.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

ｆ

ｂ

ｃ

e

a

ｄ

ｇ

ｎ＝356

悩みやストレスは自分で解決するため
相談は必要ないから

助けてくれたり相談にのってくれると
ころが、信用できるかどうかわからな
いから

助けを求めたり相談した経験がある
が、その対応が適切ではなかったから

助けてくれたり相談にのってくれると
ころを知らないから

助けを求めたり相談することは、恥ず
かしいことだから

助けてくれたり相談にのってくれると
ころの受付時間や相談方法などが希望
と合わず利用しにくいから

その他



3 相談することについて

どのような相談の機会があればよいと思うか①

〇どのような相談の機会があればよいか尋ねたところ、「家族や友人、知人など、関係性が出来ている人への相談」が

42.8％と最も高く、次いで「公共機関の専門家による相談」が38.5％、「無料相談」が35.1％と続く。

20

42.8

38.5

35.1

23.7

21.4

21.0

19.6

17.0

15.3

9.4

7.2

6.4

5.0

2.2

3.2

0％ 20％ 40％ 60％

家族や友人、知人など、関係性が出来ている人への相談

公的機関の専門家による相談

無料相談

解決までの一定期間、継続的に相談できる場所

同じ悩みや不安を抱える人たちの集まり

匿名での相談

民間の専門家による相談

SNS やメールなどインターネット上での相談

電話相談

面接相談

ボランティアによる相談

住居地でない相談場所での相談

訪問による相談

有料相談

その他
ｎ＝1,336

Ｑ あなたが悩みや困り事を抱えたときに、どのような相談の機会があればよいと思いますか。（複数回答可）



3 相談することについて

どのような相談の機会があればよいと思うか②

〇相談の機会について、年代別にみると、他に比べ20代では、「ＳＮＳやメールなどインターネット上での相談」の割合が

高い。

Ｑ あなたが悩みや困り事を抱えたときに、どのような相談の機会があればよいと思いますか。（複数回答可）

21

第1位 第2位 第3位

家族や友人、知人など関係性

のできている人への相談

ＳＮＳやメールなどインター

ネット上の相談
匿名での相談

51.5% 35.9% 31.1%

家族や友人、知人など関係性

のできている人への相談
公的機関の専門家による相談 匿名での相談

52.5% 31.2% 28.4%

家族や友人、知人など関係性

のできている人への相談
無料相談 公的機関の専門家による相談

49.4% 38.5% 34.6%

無料相談 公的機関の専門家による相談
家族や友人、知人など関係性

のできている人への相談

47.2% 43.2% 39.6%

家族や友人、知人など関係性

のできている人への相談
公的機関の専門家による相談 無料相談

44.4% 43.1% 35.6%

公的機関の専門家による相談 家族や友人、知人など関係性のできている人への相談無料相談

41.2% 34.0% 29.4%

20代（ｎ＝103）

30代（ｎ＝141）

40代（ｎ＝231）

50代（ｎ＝250）

60代（ｎ＝216）

70代以上（ｎ＝391）



3 相談することについて

かかりつけの医療機関の有無

〇かかりつけの医療機関の有無について尋ねたところ、「内科」が52.0％と最も高く、次いで「歯科」が35.9％と続く一方

で、「かかりつけ医療機関はない」が20.7％となっている。

〇「かかりつけ医療機関はない」人を年代別にみると、他に比べ20代、30代はその割合が高い。

Ｑ 現在、あなたはかかりつけの医療機関がありますか。（複数回答可）

22

かかりつけ医療機関はない人の割合【年代別】

52.0

35.9

20.0

14.7

11.2

7.8

7.2

5.1

4.6

4.1

4.9

20.7

0％ 20％ 40％ 60％

内科

歯科

眼科

整形外科

耳鼻咽喉科

循環器科

婦人科

精神科・心療内科

泌尿器科

脳神経外科

その他

かかりつけの医療機関はない

ｎ＝1,336

20.7 

47.6 

39.7 

29.9 

22.0 

13.0 

6.1 

0％ 20％ 40％ 60％

全体（ｎ＝1,336）

20代（ｎ＝103）

30代（ｎ＝141）

40代（ｎ＝231）

50代（ｎ＝250）

60代（ｎ＝216）

70代以上（ｎ＝391）



3 相談することについて

大きな精神ストレスを抱えた時、かかりつけ医療機関への相談するか

〇大きな精神的ストレスを抱えた時、かかりつけの医師に相談するか尋ねたところ、「相談しない」が55.9％で（「相談

しない」「おそらく相談しない」の合計）、「相談する」41.5％（「相談する」「おそらく相談する」の合計）を上

回っている。

〇「相談しない」理由は、「かかりつけ医が精神科や心療内科ではないから」が49.9％と最も高く、次いで「かかりつけ

医とそれほど親しくないから」が30.9％と続く。

Ｑ 大きな精神的なストレスを抱えてしまったら、
かかりつけの医療機関の医師に相談しますか。

23

16.1

25.4

31.2

24.7

2.5

相談する おそらく相談する
おそらく相談しない 相談しない
無回答

Ｑ それはどういう理由からですか。（複数回答可）

ｎ＝1,336

49.4

30.9

20.3

12.4

12.0

9.8

0％ 20％ 40％ 60％

あ

い

お

え

う

か

かかりつけ医が精神科や心療内科で
はないので相談できないと思ってい
るから

かかりつけ医とそれほど親しくない
ので相談できないと思っているから

かかりつけ医以外で相談できる人や
相談できるところがあるから

相談したいが、かかりつけ医療機関
がないから

かかりつけ医が忙しそうなので相談
できないと思っているから

その他
ｎ＝747



3 相談することについて

困っている人を見かけたとき、声をかけようと思うか

〇困っている人を見かけたとき、声をかけようと思うか尋ねたところ、73.4％の人が「はい」と回答した。

〇過去の調査（平成29年度調査）と比較すると、「はい」と回答した人の割合は若干減少している（77.5％→73.4％）が、

大きな変化はみられない。

Ｑ 困っている人を見かけたとき、あなたは声をかけようと思いますか。

73.4

24.3

2.3

令和3年度調査
（n=1,336）

77.5

20.8

1.8

平成29年度調査
（n=1,295）

■はい ■いいえ ■無回答

24



3 相談することについて

声をかけようと思わない理由

〇声をかけようと思わない人にその理由を尋ねたところ、「トラブルに巻き込まれるのが嫌だから」が46.9％と最も高く、

次いで「どのように声をかければよいかわからないから」が36.7％、「勇気がないから」が30.2％と続く。

〇性別にみると、女性は、男性に比べ「どのように声をかければよいかわからないから」の割合が高い。

Ｑ 声をかけられない理由はどのようなことですか。（複数回答可）

25

46.9

36.7

30.2

28.4

27.2

16.0

10.5

7.4

5.2

17.3

0％ 20％ 40％ 60％

e

i

b

f

h

g

a

d

c

j
ｎ＝324

トラブルに巻き込まれるのが嫌
だから

どのように声をかければよいか
わからないから

勇気がないから

知らない人だから

何か言われたら嫌だから

話しかけるのが怖いから

恥ずかしいから

自分でどうにかするだろうから

他の人が声をかけてくれるだろ
うから

その他

48.7 

28.6 

28.6 

31.2 

26.0 

12.3 

10.4 

12.3 

4.5 

16.9 

45.3 

44.1 

31.8 

25.9 

28.2 

19.4 

10.6 

2.9 

5.9 

17.6 

0％ 20％ 40％ 60％

e

i

b

f

h

g

a

d

c

j

トラブルに巻き込まれるのが嫌
だから

どのように声をかければよいか
わからないから

勇気がないから

知らない人だから

何か言われたら嫌だから

話しかけるのが怖いから

恥ずかしいから

自分でどうにかするだろうから

他の人が声をかけてくれるだろ
うから

その他

【性別の比較】

■男性（ｎ＝154）

■女性（ｎ＝170）



3 相談することについて

相談場所の調べ方①

〇相談機関に相談するとした場合、どのような方法で調べるか尋ねたところ、「インターネット等で調べる」が67.6％と最

も高く、次いで「友人・知人に聞く」が34.4％、「市役所に問い合わせる」が27.7％と続く。

〇平成29年度調査と比較すると、「インターネット等で調べる」の割合が増加している。

Ｑ もし、あなたが相談機関に相談するとしたら、相談場所をどのような方法で調べますか。（複数回答可）

26

67.6

34.4

27.7

4.3

1.7

61.2

38.5

36.7

6.8

3.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

インターネット等で調べる

友人・知人に聞く

市役所に問い合わせる

調べる方法がわからない

その他

■令和3年度調査（ｎ＝1,336）

■平成29年度調査（ｎ＝1,295）



3 相談することについて

相談場所の調べ方②

〇相談場所の調べ方について、年代別でみると、若い世代では「インターネット等で調べる」の割合が高い。

〇70代以上では、他に比べ、「友人・知人に聞く」「市役所に問い合わせる」の割合が高い。

Ｑ もし、あなたが相談機関に相談するとしたら、相談場所をどのような方法で調べますか。（複数回答可）

27

67.6 

93.2 

92.2 

89.6 

87.6 

66.7 

27.4 

0％ 50％ 100％

あ

い

う

え

お

か

き

全体（ｎ＝1,336）

20代（ｎ＝103）

30代（ｎ＝141）

40代（ｎ＝231）

50代（ｎ＝250）

60代（ｎ＝216）

70代以上（ｎ＝391）

34.4 

21.4 

19.9 

28.6 

36.8 

35.6 

43.5 

0％ 50％ 100％

あ

い

う

え

お

か

き

27.7 

2.9 

8.5 

10.8 

23.2 

33.8 

50.9 

0％ 50％ 100％

あ

い

う

え

お

か

き

【インターネット等で調べる】 【友人・知人に聞く】 【市役所に問い合わせる】



3 相談することについて

市内相談機関の認知度

〇「ハローワーク」が55.4％で最も高く、次いで「児童相談所」が33.6％、「こころのホットライン」が28.2％と続く。

Ｑ もし、あなたが相談機関に相談するとしたら、相談場所をどのような方法で調べますか。（複数回答可）

28

55.4

33.6

28.2

27.3

25.4

24.9

24.6

23.9

19.8

15.5

12.9

0％ 20％ 40％ 60％

あ

い

う

え

お

か

き

く

け

こ

さ

ハローワーク

児童相談所

こころのホットライン

消費生活総合センター

各区の子育て支援センター

各区の高齢・障害者相談課

こども虐待110番

各区の保健センター

各区の生活支援課（生活保護）

青少年相談センター

いじめ相談ダイヤル

8.5

7.9

6.5

6.4

6.3

6.1

6.1

5.5

2.8

1.3

0％ 20％ 40％ 60％

し

す

せ

ぞ

た

ち

つ

て

と

な

に

神奈川県弁護士会相模原法律相
談センター

ヤングテレフォン相談（電話・
Eメール相談）

ソレイユさがみ女性相談

ホッと！あんしんダイヤル（高
齢者の健康や介護の悩み）

神奈川県司法書士会

かながわ労働センター

総合就職支援センター

相模原市配偶者暴力相談支援セ
ンター（DV相談）

相模原地域産業保健センター

生活再建支援相談

ｎ＝1,336



4 自殺に関する考えについて

自殺者数等の認知度

〇我が国の自殺者数の現状について尋ねたところ、「知っている」と回答した人は55.6％と、半数以上の人が知っていると

回答した。

〇その一方で、自殺予防週間や自殺対策強化月間の認知度は低く、「知っている」と回答した人は17.6％であった。

Ｑ 我が国では毎年2万人を超える人が自殺で亡くなって
おり、これは交通事故で亡くなった方の5～7倍の数と
なります。このように多くの方が自殺によって亡く
なっていることをご存知ですか。

Ｑ あなたは、自殺予防週間（9月10日から16日）または
自殺対策強化月間（3月）があることをご存知ですか。

55.6

43.3

1.0

知っている 知らなかった 無回答

17.6

81.4

1.0

知っている 知らなかった 無回答

ｎ＝1,336 ｎ＝1,336
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4 自殺に関する考えについて

自殺に関する認識について

〇自殺に関する考え方について4段階で評価してもらったところ、「思う」（「そう思う」、「どちらかといえばそう思

う」の合計）は「多くの自殺者は様々な問題から精神的に追いつめられ、自殺以外の解決方法を思いつかない状態にあ

る」が82.2％で最も高い。

〇一方、「思わない」（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」の合計）は、「家族を道連れに自殺する

のは仕方がない」）が86.2％で最も高い。

Ｑ あなたは「自殺」についてどのように思いますか。

30

18.9 

19.0 

18.6 

1.7 

5.4 

70.0 

81.2 

76.1 

58.8 

60.4 

63.5 

86.2 

78.3 

5.6 

6.3 

4.9 

0％ 50％ 100％

あ

い

う

え

お

か

き

く

自殺しようとしている人を周囲の人
が止めることはできない

自殺は最終的に本人の判断に任せる
べき

自殺は本人が選んだことだから仕方
ない

家族を道連れに自殺するのは仕方が
ない

責任を取って自殺することは仕方が
ない

自殺をしようとする人は何らかのサ
インを発している

自殺する人は、よほど辛いことが
あったのだと思う

多くの自殺者は1つの原因だけでな
く、様々な問題を抱えている

82.2 

68.4 

31.8 

53.4 

23.0 

35.5 

15.0 

4.1 

10.4 

31.8 

14.3 

53.5 

38.9 

52.5 

0％ 50％ 100％

け

こ

さ

し

す

せ

そ

多くの自殺者は様々な問題から精神
的に追いつめられ、自殺以外の解決
方法を思いつかない状態にある

自殺せずに生きていれば良いことが
ある

自殺を口にする人は、実際には自殺
はしない

多くの自殺は防ぐことができる

自殺は本人の弱さからおこる

自殺は自分にはあまり関係がない

自殺は恥ずかしいことである

■思う（計） ■思わない（計）

ｎ＝1,336



4 自殺に関する考えについて

自殺をしたいと考えた経験

69.8

3.7

4.1

3.8

12.1

6.4

77.1

1.5

2.6

2.9 7.6

8.3

75.1

1.8

3.4

2.8
8.1

8.9

令和3年度調査
（n=1,336）

平成29年度調査
（n=1,295）

平成24年度調査
（n=1,362）

■これまでに自殺したいと考えたことはない ■この1年以内の間に自殺したいと考えたことがある
■ここ5年くらいの間に自殺したいと考えたことがある ■5年～10年前に自殺したいと考えたことがある
■10年以上前に自殺したいと考えたことがある ■無回答
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〇これまでに「自殺したい」と考えたことがあるかを尋ねたところ、69.8％の人が「自殺を考えたことがない」と回答し

た一方で、「この1年以内の間に自殺したいと考えたことある」と回答した人が3.7％おり、これまでに自殺を考えたこ

とのある人は合計で23.7％にもなる。

〇過去の調査（平成29年及び平成24年度調査）と比較すると、「自殺を考えたことがない」と回答した人の割合は大きく

減少し、自殺を考えた人が増加している。

〇特に「この1年以内の間に自殺したいと考えたことのある」人の割合が倍増となっている。

Ｑ あなたはこれまでに深刻に「自殺したい」と考えたことはありますか。



4 自殺に関する考えについて

自殺を考えた理由

〇深刻に自殺したいと考えた理由を尋ねたところ、「家庭問題」が45.9％と最も高く、次いで「健康問題」、「勤務問題」

が27.4％と続く。

〇考えた理由を性別でみると、男性は「勤務問題」、女性は「家庭問題」が最も高くなっており、自殺したい理由に若干の

違いがある。

Ｑ 深刻に自殺したいと考えた理由や原因は、どのようなことでしたか。（複数回答可）

32

【性別の比較】

45.9

27.4

27.4

20.8

14.8

12.6

9.4

0％ 20％ 40％ 60％

家庭問題

健康問題

勤務問題

経済・生活問題

学校問題

男女問題

その他

ｎ＝318

31.8 

24.3 

43.9 

25.2 

14.0 

7.5 

10.3 

52.9 

28.8 

18.8 

18.8 

14.9 

15.4 

9.1 

0％ 20％ 40％ 60％

家庭問題

健康問題

勤務問題

経済・生活問題

学校問題

男女問題

その他

■男性（ｎ＝107）

■女性（ｎ＝208）



4 自殺に関する考えについて

自殺を考えたときの相談相手①

〇深刻に自殺したいと考えたとき、誰かに相談したか尋ねたところ、「相談したことはない」が71.4％と「相談したことが

ある」を大きく上回る結果となった。

〇過去の調査(平成29年及び平成24年度調査）と比較すると、平成29年度調査とは大きな変化は見られないが、平成24年度

調査と比較すると、「相談したことがある」が大きく減少している。

Ｑ 深刻に自殺したいと考えたとき、どなたかに相談しましたか。

27.4

71.4

1.3

26.8

70.5

2.6

40.8

56.4

2.8

令和3年度調査
（n=318）

平成29年度調査
（n=190）

平成24年度調査
（n=218）

■相談したことがある ■相談したことはない ■無回答

33



4 自殺に関する考えについて

自殺を考えたときの相談相手②

〇自殺を考えたときに相談したことがある人に対して、その時の相談相手を尋ねたところ、「同居の家族・親族」が36.8％

最も高く、次いで「医師」が29.9％、「友人」23.0％と続く。

〇また、相談した結果、どのように感じたか尋ねたところ、70.1％（「満足できた」、「どちらかといえば満足できた」の

合計）の人が「満足した」と回答した。

Ｑ 相談した相手の方は、どなたでしょう。（複数回答可） Ｑ 相談した結果、どのようにお感じになりましたか。

20.7

49.4

11.5

16.1

2.3

満足できた どちらかといえば満足できた

どちらかといえば満足できなかった 満足できなかった

無回答

ｎ＝87
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36.8

29.9

23.0

16.1

13.8

12.6

8.0

2.3

2.3

1.1

9.2

0％ 20％ 40％ 60％

あ

く

う

い

け

き

お

え

こ

か

さ

ｎ＝87

その他

同居の家族・親族

友人

医師

同居していない家族・親族

相談機関の相談員（電話相談
員を含む）

カウンセラー

勤務先の上司や同僚

近所の人

福祉サービス提供者や支援者
（ヘルパーなど）

学校の先生



4 自殺に関する考えについて

自殺を考えたときの相談相手③

〇自殺を考えたときに相談しなかった理由を尋ねると、「他人に相談するようなことではないから」が39.2％と最も高く、

次いで「相談することで周りに心配をかけたくないから」が33.5％、「相談するための余裕がなかったから」が32.6％

と続く。

〇相談しなかった理由を性別でみると、男性女性とも大きな変化はみられない。

35

Ｑ 相談しない理由はどのようなことですか。（複数回答可）

39.2

33.5

32.6

18.9

17.2

15.9

11.0

8.4

15.9

0％ 20％ 40％ 60％

あ

う

き

く

か

お

え

い

け ｎ＝227

他人に相談するようなことではな
いから

相談することで周りに心配をかけ
たくないから

相談するための余裕（精神的、時
間的、金銭的）がなかったから

相談することを思いつかなかった
から

相談できるところを知らなかった
から

相談した相手がどのような反応を
するかわからない（怖い）から

相談することで相手との関係が悪
化する（引かれる）から

その他

相談することは恥ずかしいから

43.0 

39.5 

33.7 

20.9 

18.6 

12.8 

10.5 

15.1 

12.8 

36.0 

30.2 

32.4 

17.3 

16.5 

18.0 

11.5 

4.3 

18.0 

0％ 20％ 40％ 60％

あ

う

き

く

か

お

え

い

け

他人に相談するようなことではな
いから

相談することで周りに心配をかけ
たくないから

相談するための余裕（精神的、時
間的、金銭的）がなかったから

相談することを思いつかなかった
から

相談できるところを知らなかった
から

相談した相手がどのような反応を
するかわからない（怖い）から

相談することで相手との関係が悪
化する（引かれる）から

その他

相談することは恥ずかしいから

【性別の比較】

■男性（ｎ＝86）

■女性（ｎ＝139）



4 自殺に関する考えについて

身近な人から「死にたい」と打ち明けられた時の対応

〇身近な人から「死にたい」と打ち明けられた時の対応について尋ねたところ、「耳を傾けてじっくりと話を聞く」が

74.6％と最も高く、次いで「相談機関に相談するよう勧める、同行する」が43.7％、「医療機関にかかるよう勧める、

同行する」が29.9％と続く。

36

Ｑ もし、身近な人から「死にたい」と打ち明けれられたら、どのように対応しますか。（複数回答可）

74.6 

43.7 

29.9 

26.3 

8.2 

6.7 

2.8 

3.1 

76.5

47.4

32.2

30.1

14.4

7.2

1.9

5.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

耳を傾けてじっくりと話を聞く

相談機関に相談するよう勧める、同行する

医療機関にかかるよう勧める、同行する

「死んではいけない」と説得する

「バカなことを考えるな」と叱る

「頑張って」と励ます

相談にのらない、もしくは話題を変える

その他

■令和3年度調査（ｎ＝1,336）

■平成29年度調査（ｎ＝1,295）



4 自殺に関する考えについて

周りで自殺で亡くなられた方の有無

〇周りで自殺で亡くなられた方の有無について尋ねたところ、「いない」が58.5％と最も高く、次いで「友人・知人」が

14.2％、「同居していない家族・親族」が12.6％と続く。

37

Ｑ あなたの周りで自殺で亡くなられた方はいますか。

58.5

14.2

12.6

7.3

4.9

1.3

3.4

61.5

7.2

9.8

7.3

6.5

1.5

6.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

いない

友人・知人

同居していない家族・親族

職場関係の人

近所の人

同居の家族・親族

その他

■令和3年度調査（ｎ＝1,336）

■平成29年度調査（ｎ＝1,295）



4 自殺に関する考えについて

遺族の方についてどう思うか

〇身近な人を自殺で亡くした遺族の方についてどのように考えるか尋ねたところ、「思いつめないで欲しい」が53.4％と

最も高く、次いで「どのように声をかけてよいかわからない」が43.5％、「力になれるものなら、相談にのってあげた

い」が26.8％と続く。

〇また、市内で行われている自死遺族への支援の認知度について尋ねたところ、「電話相談」が19.2％で最も高い。

38

Ｑ 市内の自死遺族への支援のなかでご存知なものがありま
すか。（複数回答可）

Ｑ 身近な人を自殺で亡くした遺族の方について、どのように
考えますか。（複数回答可）

53.4

43.5

26.8

21.8

8.8

3.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

a

b

c

d

e

f

ｎ＝1,336

思いつめないで欲しい（自分
を責めないで欲しい）

どのように声をかけたらよい
かわからない

力になれるものなら、相談に
のってあげたい

専門家に相談した方がよいと
思う

事前に気がつかなかったのか
と思う

その他

19.2

4.6

1.4

1.0

0％ 20％ 40％ 60％

a

b

c

d
ｎ＝1,336

電話相談

リブちゃんネル（市ホーム
ページ）による情報提供

自死遺族のつどい

リーフレット等による情報
提供



4 自殺に関する考えについて

市の自殺対策事業の認知度

〇市が実施している自殺対策事業の認知度は、「電話相談」16.2％が最も高く、次いで「広報さがみはらの特集記事」が1

3.1％、「バス車内のポスター、啓発活動」が7.9％と続く。

Ｑ 自相模原市が行っている自殺対策事業のなかで、ご存じのものがありますか。（複数回答可）
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16.2

13.1

7.9

5.8

5.2

3.4

3.0

0％ 20％ 40％

a

b

c

d

e

f

g

電話相談

広報さがみはらの特集記事

バス車内のポスター、啓発動画

駅等におけるキャンペーン

公共施設の啓発コーナー

自死遺族のつどい

横断幕、懸垂幕の掲出

2.3

1.6

1.5

1.0

0.8

0.7

0.3

0％ 20％ 40％

h

i

j

k

l

m

n

ｎ＝1,336

ゲートキーパー研修

エフエムさがみの啓発スポット
CM

映画館での啓発動画

職員のネームプレート用啓発
シール

相模原チャンネルでの啓発動画

出前講座（自殺対策に関する講
座）

公用車の啓発マグネットシール



4 自殺に関する考えについて

自殺減少のために重要だと思うこと①

〇自殺減少のために重要だと思うことを尋ねたところ、「学校での「いのちの教育」の充実」が33.2％と最も高く、次いで

「勤労に関する支援（就労支援、リストラ問題、過重労働など）」が20.7％、「時間や曜日、相談方法などが、さまざま

な人にとって利用しやすい窓口の整備」が17.0％と続く。

Ｑ 自殺を減少させるために重要と思われることは何だと思いますか。（特に大事だと思うものを３つまで選択）
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33.2

20.7

17.0

16.0

14.3

13.8

13.7

13.2

9.4

6.9

0％ 20％ 40％ 60％

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

学校での「いのちの教育」の充実

勤労に関する支援（就労支援、リスト
ラ問題、過重労働など）

時間や曜日、相談方法などが、さまざま
な人にとって利用しやすい窓口の整備

地域での「こころの健康相談」など、気
軽に相談できる場所（電話相談など）の
充実

駆け込みができるシェルターの設置

職場でのこころの健康づくりの推進

経済的な支援（金融政策など）

精神科医等の専門医への受診のしやすい
環境づくり

ゲートキーパーの養成

鉄道や高層ビルなどの安全対策（柵や
ガードの設置）

6.2

6.0

5.5

5.3

4.3

3.7

2.6

1.5

3.2

0％ 20％ 40％ 60％

k

l

m

n

o

p

q

r

s

ｎ＝1,336

自殺相談等の専門機関の設置

かかりつけ医・精神科医・相談機関など
のネットワークづくり

自殺やこころの健康に関する普及啓発

内科や外科等のかかりつけ医のうつ病な
どに対する診療能力の向上

債務相談の充実

さまざまな窓口職員のスキルアップ

自殺未遂者支援の充実

自死遺族の支援の充実

その他



4 自殺に関する考えについて

自殺減少のために重要だと思うこと②

〇自殺減少のために重要だと思うことについて、年代別にみると、他に比べ、20代・30代では「勤労に関する支援（就労

支援、リストラ問題、過重労働など）」また20代で「経済的な支援（金融政策など）」の割合が高い。

Ｑ 自殺を減少させるために重要と思われることは何だと思いますか。（特に大事だと思うものを３つまで選択）

41

20.7 

32.0 

34.0 

19.9 

19.2 

23.6 

12.5 

0％ 20％ 40％

勤労に関する支援 経済的な支援

13.7 

23.3 

16.3 

16.9 

9.6 

11.1 

12.3 

0％ 20％ 40％

70代以上（ｎ=391）

全体（ｎ＝1,336）

20代（ｎ＝103）

30代（ｎ＝141）

40代（ｎ＝231）

50代（ｎ＝250）

60代（ｎ＝216）

他に比べて20代・30代で多かった回答


